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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、4.項にかかわらず責任を一切負いかねます。 
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1. はじめに 
 
AP00 は、お客様の業務ﾆｰｽﾞに合わせてﾒﾆｭｰや入力項目を簡単にｶｽﾀﾏｲｽﾞすることができるﾓﾃﾞ

ﾙ8000ｼﾘｰｽﾞ（以下、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ）専用のﾃﾞｰﾀ収集ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄです。 
 
下記に AP00 の特徴を列挙します。 
 

特徴 
1. ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｲﾄﾙを半角 16 文字(全角 8 文字)の範囲内で設定することができ、ｵﾍﾟﾚｰﾀ

に主業務内容を明確に伝えることができます。もちろん、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｲﾄﾙを無しに設

定することも可能です。 
2. 10 個迄のﾒﾆｭｰを設定することができ、多岐にわたる業務ﾒﾆｭｰにも対応可能です。 

ﾒﾆｭｰ名称は、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｲﾄﾙと同様、半角 16 文字(全角 8 文字)の範囲内で自由に設定

可能です。 
3. 1 つのﾒﾆｭｰ下に最大 10 項目までの入力項目を設定することができます。 

入力項目には、数値(1~9999)･英数字(1~40 桁, ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ･数字)･数字(1~40 桁,数字)
が設定できる他、入力項目を必須又は共通に区分分けすることが可能です。 
また、数字入力項目を応用することで小数入力も可能になります。 

4. 付属のﾒﾆｭｰ設定用ｿﾌﾄ 8000_MENU を使用することで、WINDOWS 上で AP00 のｶｽﾀ

ﾏｲｽﾞﾒﾆｭｰを作成･変更・保存･読み出しが可能になります。また、作成したﾒﾆｭｰは、ﾊ

ﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることで、即、AP00 に反映させることができます。 
5. ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙをﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることで、入力ﾃﾞｰﾀを制限することが可能です。 
6. AP00 をｲﾝｽﾄｰﾙしたﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ間でﾒﾆｭｰﾌｧｲﾙのｺﾋﾟｰを行うことができます。 
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2. AP00 をﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする 
 
AP00 をﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする手順を示します。 
 
【ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ手順】 
1. ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが収録されているﾌｫﾙﾀﾞから SYNLOAD.EXE を起動します。 

 
2. ﾌｧｲﾙを開くﾀﾞｲｱﾛｸﾞから AP00.SYN を選択します。 

SYNLOAD.EXE は、Cipher BASIC が生成したｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ (*.SYN) と同じﾌｧｲﾙ名で拡張

子が INI の初期設定ﾌｧｲﾙをﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 
 

 
 

 初期設定ﾌｧｲﾙ (*.INI) には、DBFﾌｧｲﾙなどの設定情報が含まれているため、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを正常

動作させるためには、必要不可欠なﾌｧｲﾙです。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙと同一ﾌｫﾙﾀﾞ内に

必ずそのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで使用する INIﾌｧｲﾙを配置するようにしてください。 
 
3. 下記のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽで通信条件を設定します。通信ｸﾚｰﾄﾞ及び IR-705ｱﾀﾞﾌﾟﾀ経由でﾀﾞｳﾝﾛｰ

ﾄﾞする場合は、Via high speed IR Transceiver ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをｵﾝにします。 
 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙを BASICﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾓｰﾄﾞに設定し、適切な通信位置にｾｯﾄします。 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの電源を 7 と 9 を押しながらｵﾝにすることで、ｼｽﾃﾑﾒﾆｭｰが表示されます。詳し

くは、各ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの取扱説明書を参照下さい。 
 
準備ができれば、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを開始します。 
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ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ完了後、最初にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが最初に立ち上がると、下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 
 
     New Program 
     [ESC] Clear File 
     [Other] Skip 
 
ESCｷｰを押して、以前に作成されたﾌｧｲﾙを初期化してください。 
 
 
【参考】 
AP00 は標準で以下のﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取りが可能です。 
各ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのｵﾌﾟｼｮﾝは、AP00 のｵﾌﾟｼｮﾝ設定ﾒﾆｭｰで設定可能です。 

 
● ｺｰﾄﾞ39 
● ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ2/5 
● NW7(ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ) 
● ｺｰﾄﾞ128 
● JAN/EAN/UPC【ｱﾄﾞｵﾝ無し】 
 

読み取りﾊﾞｰｺｰﾄﾞの変更や AP00ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄのｶｽﾀﾏｲｽﾞについては、お近くの販売店又は弊社

までご相談ください。また、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄの新規作成についても、お気軽にご相談ください。 
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3. AP00 を動かす 
 
3.1. ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄﾒﾆｭｰ 
 
AP00 のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが完了すると、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙは自動的に AP00 を実行し、ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄのﾒｲﾝﾒﾆｭｰを

表示します。 
 
【ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ･ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面】 

4.棚卸 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｲﾄﾙ 

5.送信 
6.受信 
7.削除 
8.設定 

画面ｽｸﾛｰﾙで表示されます 

[標準ﾒﾆｭｰ] 
1.入庫 
2.出庫 
3.返品 
4.棚卸 

 
 

各ﾒﾆｭｰの選択は、   ｷｰ又は数字ｷｰで行い、  ｷｰで確定します。 
尚、10 番目のﾒﾆｭｰを数字ｷｰで呼び出す場合は、0ｷｰを使用します。 
 
AP00 では、ﾒﾆｭｰ及びそれに属する入力項目を付属のﾒﾆｭｰ設定ｿﾌﾄ8000_MENU を使って自由

にｶｽﾀﾏｲｽﾞすることができます。 
ｶｽﾀﾏｲｽﾞ方法については、「4. 8000_MENU を使う」を参照ください。 
 
ここでは、AP00 のﾒﾆｭｰとそれに属する入力項目のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値を示します。 
 
【ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄﾒﾆｭｰ構造】 
 

 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｲﾄﾙ 
[標準ﾒﾆｭｰ] 

ﾒﾆｭｰ No.1 
1.入庫 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
ｺｰﾄﾞ 

入力区分

必須 
入力種別

英数字 
入力方法

両方 
桁数 
1~40 

入力項目

No.1 
入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
数量 

入力区分

必須 
入力種別

数値 
入力方法

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
桁数 
1~9999 

入力項目
No.2 

ENT 確定 
有り 

ﾒﾆｭｰ No.2 
2.出庫 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
ｺｰﾄﾞ 

入力区分

必須 
入力種別

英数字 
入力方法

両方 
桁数 
1~40 

入力項目

No.1 
入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
数量 

入力区分

必須 
入力種別

数値 
入力方法

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
桁数 
1~9999 

入力項目
No.2 

ENT 確定 
有り 

ﾒﾆｭｰ No.3 
3.返品 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
ｺｰﾄﾞ 

入力区分

必須 
入力種別

英数字 
入力方法

両方 
桁数 
1~40 

入力項目
No.1 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
数量 

入力区分

必須 
入力種別

数値 
入力方法

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
桁数 
1~9999 

入力項目
No.2 

ENT 確定 
有り 

ﾒﾆｭｰ No.4 
4.棚卸 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
ｺｰﾄﾞ 

入力区分

必須 
入力種別

英数字 
入力方法

両方 
桁数 
1~40 

入力項目
No.1 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
数量 

入力区分

必須 
入力種別

数値 
入力方法

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
桁数 
1~9999 

入力項目
No.2 

ENT 確定 
有り 

ﾒﾆｭｰ No.5 
5.送信 

ﾒﾆｭｰ No.6 
6.受信 

ﾒﾆｭｰ No.7 
7.削除 

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ 
送信処理 

ﾏｽﾀﾌｧｲﾙ 
受信処理 

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ 
削除処理 

ﾒﾆｭｰ No.8 
8.設定 

ｵﾌﾟｼｮﾝ 
設定ﾒﾆｭｰ 

 



MODEL 8000 - AP00 & 8000_MENU 
For Data Collection 

 9 
 Copyright © 2003 

3.2. ﾃﾞｰﾀ収集作業をする 
 
AP00 でのﾃﾞｰﾀ収集作業は、ﾕｰｻﾞｰによって設定されたﾒﾆｭｰ及び入力項目に従って行われます。

2 つの例を元に説明を行います。 
 
例 1 
下記のﾒﾆｭｰ構造が登録されている場合を考えます。 
 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｲﾄﾙ 
[標準ﾒﾆｭｰ] 

ﾒﾆｭｰ No.1 
1.入庫 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
ｺｰﾄﾞ 

入力区分

必須 
入力種別

英数字 
入力方法

両方 
桁数 
1~40 

入力項目 
No.1 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
数量 

入力区分

必須 
入力種別

数値 
入力方法

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
桁数 
1~9999 

入力項目 
No.2 

ENT 確定 
有り 

ﾒﾆｭｰ No.2 
2.出庫 

ENT 確定 
有り 

 
 
1. ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのﾒﾆｭｰから「1.入庫」を選択します。現在のﾚｺｰﾄﾞ数及び残ﾒﾓﾘ件数を表示後、

入力項目 No.1｢ｺｰﾄﾞ｣の入力画面に表示が移ります。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 
>______________ 
 
 
 
 
 

Menu1 [1]

ﾒﾆｭｰ番号(ﾒﾆｭｰ 1 ~ ﾒﾆｭｰ 10)が表示されます。 

ﾃﾞｰﾀを入力します。 
入力方法が両方に設定されているため、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又は

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで 40 桁以内の英数字ﾃﾞｰﾀを入力します。 

既に記録されているﾃﾞｰﾀ件数を表示します。 

設定されている入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄです。 

 
 
2. 入力項目 No.1｢ｺｰﾄﾞ｣の入力が終わると、入力項目 No.2｢数量｣の入力画面に表示が移り

ます。 
 

 

数量 
+____ 
1T910010 
 
 
 
 

Menu1 [1]

ﾃﾞｰﾀを入力します。 
入力方法がｷｰﾎﾞｰﾄﾞに設定されているため、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

から 1~9999 の範囲の数値を入力します。 
数値入力中は、ﾏｲﾅｽｷｰ(-)でﾏｲﾅｽ/ﾌﾟﾗｽ入力を切り替え

ることができ、ﾏｲﾅｽ入力時はﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが + から – に
変わります。 
前の入力項目に戻りたい場合は、ESCｷｰを押します。 

設定されている入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄです。 

入力済みのﾃﾞｰﾀを確認表示します。 
この例では、入力項目 No.1 で｢T910010｣というﾃﾞｰ

ﾀが入力されたことが分かります。 
入力項目が 1~5 項目の場合は、最大 15 桁の入力ﾃﾞｰ

ﾀを画面に確認表示しますが、入力項目が 6 項目を超

えると画面を 2 分割するため、表示ﾃﾞｰﾀは最大 7 桁

となります。 
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3. 入力項目 No.2｢数量｣の入力が終わると、｢ENT 確定有り｣に設定されているため、ﾚｺｰﾄﾞ

を保存して良いかを確認するためのﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが表示されます。 

保存しても良い場合は、  ｷｰを押し、破棄する場合はその他のｷｰを押します。 
 

 

確定(ENT)? 
Menu1 [1] 

1T910010 
2123 
 
 
 
 

Menu1 [1] 
 

前の入力項目に戻る場合 
 ESC ｷｰを押します。 
入力ﾚｺｰﾄﾞを保存する場合 
 ENT ｷｰを押します。 
入力ﾚｺｰﾄﾞを破棄する場合 
 ESC/ENT ｷｰ以外を押します。 

入力済みのﾃﾞｰﾀを確認表示します。 
この例では、入力項目 No.1 で｢T910010｣というﾃﾞｰ

ﾀ、入力項目 No.2 で｢123｣というﾃﾞｰﾀが入力された

ことが分かります。 
入力項目が 1~5 項目の場合は、最大 15 桁の入力ﾃﾞｰ

ﾀを画面に確認表示しますが、入力項目が 6 項目を超

えると画面を 2 分割するため、表示ﾃﾞｰﾀは最大 7 桁

となります。 

 
 

4.  ｷｰを押し、入力ﾚｺｰﾄﾞを確定すると、そのﾚｺｰﾄﾞをﾒﾓﾘに保存し、次のﾚｺｰﾄﾞ入力

に移ります。この例の場合、入力項目 No.1｢ｺｰﾄﾞ｣と入力項目 No.2｢数量｣がいずれも入

力区分 「必須」と設定されているため、入力項目 No.1｢ｺｰﾄﾞ｣の入力に処理が戻ります。 
 
【例 1 - 入力ﾌﾛｰ】 
 

 

確定(ENT)? 
Menu1 [1]

1T910010 
2123 
 
 

Menu1 [1]

数量 
+____ 
1T910010 
 
 

Menu1 [1]

ｺｰﾄﾞ 
>_______________ 
 
 
 

Menu1 [1]

[標準ﾒﾆｭｰ] 
1.入庫 
2.出庫 
3.返品 
4.棚卸 

ｷｰ入力 

入力ﾚｺｰﾄﾞ保存 

ENT ｷｰ 

ENT/ESC ｷｰ以外 ESC ｷｰ

ESC ｷｰ

F1/F9 ｷｰ

F1/F9 ｷｰ

F1/F9 ｷｰ

ESC ｷｰ
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例 2 
下記のﾒﾆｭｰ構造が登録されている場合を考えます。 
 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｲﾄﾙ 
[標準ﾒﾆｭｰ] 

ﾒﾆｭｰ No.1 
1.入庫 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
棚番 

入力区分

共通 
入力種別

英数字 
入力方法

両方 
桁数 
3~3 

入力項目 
No.1 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
ｺｰﾄﾞ 

入力区分

必須 
入力種別

英数字 
入力方法

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
桁数 
10~10 

入力項目 
No.2 

ENT 確定 
無し 

入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
数量 

入力区分

必須 
入力種別

数値 
入力方法

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 
桁数 
1~9999 

入力項目 
No.3 

 
 
1. ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのﾒﾆｭｰから「1.入庫」を選択します。現在のﾚｺｰﾄﾞ数及び残ﾒﾓﾘ件数を表示後、

入力項目 No.1｢棚番｣の入力画面に表示が移ります。 
 

 

棚番 
>___ 
 
 
 
 

Menu1 [1]

ﾒﾆｭｰ番号(ﾒﾆｭｰ 1 ~ ﾒﾆｭｰ 10)が表示されます。 

ﾃﾞｰﾀを入力します。 
入力方法が両方に設定されているため、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又は

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞで 3 桁の英数字を入力します。 

既に記録されているﾃﾞｰﾀ件数を表示します。 

設定されている入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄです。 

 
 
2. 入力項目 No.1｢棚番｣の入力が終わると、入力項目 No.2｢ｺｰﾄﾞ｣の入力画面に表示が移り

ます。 
 

 

ｺｰﾄﾞ 
>_______ 
1111 
 
 
 
 

Menu1 [1]

ﾃﾞｰﾀを入力します。 
入力方法がﾊﾞｰｺｰﾄﾞに設定されているため、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

で 10 桁の英数字ﾃﾞｰﾀを入力します。 
前の入力項目に戻りたい場合は、ESCｷｰを押します。 

設定されている入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄです。 

入力済みのﾃﾞｰﾀを確認表示します。 
この例では、入力項目 No.1 で｢111｣というﾃﾞｰﾀが入

力されたことが分かります。 
入力項目が 1~5 項目の場合は、最大 15 桁の入力ﾃﾞｰ

ﾀを画面に確認表示しますが、入力項目が 6 項目を超

えると画面を 2 分割するため、表示ﾃﾞｰﾀは最大 7 桁

となります。 
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3. 入力項目 No.2｢ｺｰﾄﾞ｣の入力が終わると、入力項目 No.3｢数量｣の入力画面に表示が移り

ます。 
 

 

数量 
+____ 
1111 
2CIPHER-LAB 
 
 
 

Menu1 [1] 
 

ﾃﾞｰﾀを入力します。 
入力方法がｷｰﾎﾞｰﾄﾞに設定されているため、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ

から 1~9999 の範囲の数値を入力します。 
数値入力中は、ﾏｲﾅｽｷｰ(-)でﾏｲﾅｽ/ﾌﾟﾗｽ入力を切り替え

ることができ、ﾏｲﾅｽ入力時はﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄが + から – に
変わります。 
前の入力項目に戻りたい場合は、ESCｷｰを押します。

設定されている入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄです。 

入力済みのﾃﾞｰﾀを確認表示します。 
この例では、入力項目 No.1 で｢111｣、入力項目 No.2
で｢CIPHER-LAB｣というﾃﾞｰﾀが入力されたことが分

かります。 
入力項目が 1~5 項目の場合は、最大 15 桁の入力ﾃﾞｰ

ﾀを画面に確認表示しますが、入力項目が 6 項目を超

えると画面を 2 分割するため、表示ﾃﾞｰﾀは最大 7 桁

となります。 

 
 
4. 入力項目 No.3｢数量｣の入力が終わると、｢ENT 確定 無し｣に設定されているため、自

動的にﾚｺｰﾄﾞを確定保存します。 
 
5. ﾚｺｰﾄﾞ保存が終わると、次のﾚｺｰﾄﾞ入力に移ります。この例の場合、入力項目 No.1｢棚番｣

が入力区分 「共通」と設定されているため、入力項目 No.2｢ｺｰﾄﾞ｣の入力に処理が戻り

ます。 
 
【例 2 - 入力ﾌﾛｰ】 
 

 

棚番 
>____ 
 
 
 

Menu1 [1]

[標準ﾒﾆｭｰ] 
1.入庫 
2.出庫 
3.返品 
4.棚卸 

入力ﾚｺｰﾄﾞ保存 

ESC ｷｰ

ESC ｷｰ

F1/F9 ｷｰ

F1/F9 ｷｰ

F1/F9 ｷｰ

ESC ｷｰ

数量 
+____ 
1111 
2CIPHER-LAB 
 

Menu1 [1]

ｺｰﾄﾞ 
>_______________ 
1111 
 
 

Menu1 [1]

入力区分:： 共通 

F8 ｷｰ 
ｶﾅ入力ﾓｰﾄﾞ
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3.3. ﾃﾞｰﾀをｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする 
 
AP00 で収集したﾃﾞｰﾀは全てﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのﾒﾓﾘにﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙとして保存されています。 

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙをﾎｽﾄへｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする場合は、ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面から F5ｷｰ (
FN

 + 
5 

) を押し、ｵﾍﾟ

ﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰを表示させ、ﾒﾆｭｰから「1.ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ送信」を選択し、ﾒｯｾｰｼﾞに従い通信位置にﾊﾝﾃﾞ

ｨﾀｰﾐﾅﾙをｾｯﾄします。(最後に｢送信｣と付いたﾒﾆｭｰを選択することも可能です。詳しくは、本書

27 頁を参照下さい。) 
 
続いて、ﾎｽﾄ側で PDT_UP(CSV 形式ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ), PDT_UP_XLS(EXCEL 形式ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑ)又は PDT_UP_MDB(ACCESS 形式ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)を立ち上げて、ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾛｰ

ﾄﾞします。PDT_UP, PDT_UP_XLS, PDT_UP_MDB の操作方法は、各取扱説明書を参照下さ

い。 
 

 
 
ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ完了ﾒｯｾｰｼﾞが表示された時点で、何かｷｰを押すと、ﾋﾟｰﾋﾟｰﾋﾟｰという警告音を発し、

ﾌｧｲﾙを削除して良いかを確認するﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 
 

＊＊＊＊  注意  ＊＊＊＊
 
ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを削除し 
ますか? 
OK=[1] 他はｷｬﾝｾﾙ 

 
 

ﾌｧｲﾙを削除して良い場合は、1 を入力します。それ以外のｷｰを押すと、ﾌｧｲﾙを削除せずにﾒﾆｭ

ｰに戻ります。 
 
【参考】 
ﾌｧｲﾙを削除しなかった場合は、ﾒｲﾝﾒﾆｭｰの「4.ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ削除」を実行します。ﾌｧｲﾙを削除せず

に作業を続けた場合、新しいﾃﾞｰﾀは追加保存されます。 
また、ｵﾌﾟｼｮﾝ設定でﾌｧｲﾙ自動削除機能をｵﾝにすることで、ﾃﾞｰﾀ送信完了後、自動的にﾌｧｲﾙを削

除することが可能です。 
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ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの仕様 
 
ﾌｧｲﾙ名 ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞする際のﾌｧｲﾙ名は、ﾀｰﾐﾅﾙID(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄT001)がﾃﾞｨﾌｫﾙﾄで使用されます。 

任意のﾌｧｲﾙ名を指定することも可能です。詳しくは各ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの取扱説明

書を参照下さい。（ﾀｰﾐﾅﾙID の変更方法は、次頁「3.4. ｵﾌﾟｼｮﾝを設定する」を参照

ください。） 
ﾌｫｰﾏｯﾄ ﾒﾆｭｰ番号(01~10)、ｵﾍﾟﾚｰﾀID(ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ S001)、日付、時刻、入力ﾃﾞｰﾀ(No.1~10)の 5~14

ﾌｨｰﾙﾄﾞ(入力項目数により変わる)で構成され、各ﾌｨｰﾙﾄﾞはｺﾝﾏで区切られた CSV 形

式となります。(尚、PDT_UP_XLS の場合は、受信したﾃﾞｰﾀがｾﾙに自動入力され、

PDT_UP_MDB の場合は、指定ﾃｰﾌﾞﾙのﾌｨｰﾙﾄﾞに入力されます。) 
 

 
ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ 

ﾒﾆｭｰ番号 ｵﾍﾟﾚｰﾀID 日付 時刻 入力ﾃﾞｰﾀ
No.1 

入力ﾃﾞｰﾀ
No.2 … … 入力ﾃﾞｰﾀ 

No.10 

2ﾊﾞｲﾄ 4ﾊﾞｲﾄ YY/MM/DD HH:MM:SS 0~40ﾊﾞｲﾄ 0~40ﾊﾞｲﾄ 0~40ﾊﾞｲﾄ 0~40ﾊﾞｲﾄ 0~40ﾊﾞｲﾄ 

 
 
【PDT_UP でｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞした T001.txt をﾒﾓ帳で開いた画面】 

 ﾒﾆｭｰ番号 : 01 
ｵﾍﾟﾚｰﾀ ID : S001 
日付 : 00/05/15 
時刻 : 18/06/04 
入力ﾃﾞｰﾀ 1 : 1 
入力ﾃﾞｰﾀ 2 : 1 

ﾒﾆｭｰ番号 : 02 
ｵﾍﾟﾚｰﾀ ID : S001 
日付 : 00/05/15 
時刻 : 18:06:04 
入力ﾃﾞｰﾀ 1 : 2 
入力ﾃﾞｰﾀ 2 : 1 
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3.4. ｵﾌﾟｼｮﾝを設定する 
 

AP00 のｵﾌﾟｼｮﾝを設定する場合は、F3ｷｰ (
FN

 + 
3 

) を押し、ｵﾌﾟｼｮﾝ設定ﾒﾆｭｰを表示さ

せます。(最後に｢設定｣と付いたﾒﾆｭｰを選択することも可能です。詳しくは、本書 27 頁を参照

下さい。) 
 

 

＊ｵﾌﾟｼｮﾝ設定ﾒﾆｭｰ＊ 
1.ID ﾅﾝﾊﾞｰｵﾌﾟｼｮﾝ 
2.運用ｵﾌﾟｼｮﾝ 
3.通信ｵﾌﾟｼｮﾝ 
4.ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｵﾌﾟｼｮﾝ 

 
 
1.IDﾅﾝﾊﾞｰ ｵﾌﾟｼｮﾝ 
 
ﾀｰﾐﾅﾙID 
ﾀｰﾐﾅﾙID はﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙをｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄする際のﾌｧｲﾙ名となります。任意の英数字 4 桁を設定します。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、T001 です。 
 

ﾀｰﾐﾅﾙ ID : T001 
 
 
変更? ＿＿＿＿ 

現在の設定値 

任意の 4 桁の英数字を入力し、  ｷｰで確定しま

す。変更したく無い場合は、ESC ｷｰで次に進むことが

できます。 
* ﾌｧｲﾙ名に使用できない記号を使用してはいけません

 
 
ｵﾍﾟID 
ｵﾍﾟﾚｰﾀID はﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの 2 番目のﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀとしてﾒﾓﾘされます。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、S001 です。 
 

 

ｵﾍﾟ ID : S001 
 
 
変更? ＿＿＿＿ 

現在の設定値 

任意の 4 桁の英数字を入力し、  ｷｰで確定しま

す。変更したく無い場合は、ESC ｷｰでﾒﾆｭｰに戻ること

ができます。 

 
 
 
2.運用ｵﾌﾟｼｮﾝ 
 
CPUｽﾋﾟｰﾄﾞ 
CPUｽﾋﾟｰﾄﾞを 2~5(最速)の範囲で設定します。CPUｽﾋﾟｰﾄﾞを速くすると、より多くの電流を消

費することになります。電池の消耗を抑えるため、業務に差し支えない範囲内で、低い CPUｽ

ﾋﾟｰﾄﾞを設定してください。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、4 です。 
 

CPU ｽﾋﾟｰﾄﾞ : 4 
2~5(max) 
 
変更? ＿ 

現在の設定値 

2~5 の範囲内で CPU ｽﾋﾟｰﾄﾞを設定します。変更した

く無い場合は、ESC ｷｰで次に進むことができます。
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自動ﾌｧｲﾙ削除 
自動ﾌｧｲﾙ削除を有り(1) 又は無し(0) に設定します。有りに設定すると、ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙのｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ

が正常終了すると、自動手的にﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを削除します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、無し(0)です。 
 

自動ﾌｧｲﾙ削除 : 0 
0.無し 
1.有り 
変更? ＿ 

現在の設定値 

0~1 の範囲内でｴﾗｰ保存を設定します。変更したく無

い場合は、ESC ｷｰで次に進むことができます。 

 
 
ﾌﾞｻﾞｰ長 
ﾌﾞｻﾞｰの長さを 0~6 の範囲で設定します。ﾌﾞｻﾞｰを鳴らしたくない場合は、0 に設定します。 
ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、最長(6)です。 
 

ﾌﾞｻﾞｰ長 : 6 
0~6(max) 
 
変更? ＿ 

現在の設定値 

0~6 の範囲内でﾌﾞｻﾞｰ長を設定します。変更したく無

い場合は、ESC ｷｰで次に進むことができます。 

 
 
 
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ 
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄをｵﾝ(1)又はｵﾌ(0)に設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、ｵﾌ(0)です。 
 

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ : 0 
0. ｵﾌ 
1.ｵﾝ 
変更? ＿ 

現在の設定値 

0~1 の範囲内でﾊﾞｯｸﾗｲﾄｽﾃｰﾀｽを設定します。変更した

く無い場合は、ESC ｷｰで次に進むことができます。

 
 
ﾀｲﾏｰ 
ﾊﾞｯｸﾗｲﾄﾀｲﾏｰを 0~9999 秒の範囲で設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、10 秒です。 
常にﾊﾞｯｸﾗｲﾄをｵﾝ状態にしたい場合は、先のﾊﾞｯｸﾗｲﾄをｵﾝ(1)に設定し、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄﾀｲﾏｰを 0 秒に設

定します。 
 

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄﾀｲﾏ : 10 
変更? ＿ 
 
単位 <秒> 

現在の設定値 

0~9999 の範囲内でﾊﾞｯｸﾗｲﾄﾀｲﾏを設定します。変更し

たく無い場合は、ESC ｷｰでﾒﾆｭｰに戻ることができま

す

 
 
ﾏｽﾀｰ表示/ﾏｽﾀｰｴﾗｰ表示 
ﾏｽﾀｰ表示時間を 0~100(単位 100ﾐﾘ秒)の範囲で設定します。ﾏｽﾀｰ表示のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、0(ENT 確

定待ち)、ﾏｽﾀｰｴﾗｰ表示のﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、10(1 秒)です。 
 

ﾏｽﾀｰ表示 : 0 
変更? ＿ 
 
単位 <100 ﾐﾘ秒> 

現在の設定値 

0~100 の範囲内でﾏｽﾀｰ表示時間を設定します。変更したく

無い場合は、ESC ｷｰでﾒﾆｭｰに戻ることができます。 
0 を設定した場合、ENT ｷｰが押されるまでﾏｽﾀｰ表示が行わ

れます。 

   

ﾏｽﾀｰｴﾗｰ表示 : 0 
変更? ＿ 
 
単位 <100 ﾐﾘ秒> 

現在の設定値 

0~100 の範囲内でﾏｽﾀｰ表示時間を設定します。変更したく

無い場合は、ESC ｷｰでﾒﾆｭｰに戻ることができます。 
0 を設定した場合、ENT ｷｰが押されるまでﾏｽﾀｰ表示が行わ

れます。 
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3.通信ｵﾌﾟｼｮﾝ 
 
ﾎﾟｰﾄﾀｲﾌﾟ 
通信ﾎﾟｰﾄﾀｲﾌﾟを設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、3 (ｸﾚｰﾄﾞﾙ&IRｱﾀﾞﾌﾟﾀ通信)です。 
｢5.SPP｣は、Bluetooth ｼﾘｱﾙﾎﾟｰﾄﾌﾟﾛﾌｧｲﾙを意味しており、ご使用のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙがﾓﾃﾞﾙ8061ｼﾘｰ
ｽﾞの場合のみ設定できます。 
 

ﾎﾟｰﾄﾀｲﾌﾟ : 3 
3.IR       4.IrDA 
5.SPP 
変更? ＿ 

現在の設定値 

3~5 の範囲内でﾎﾟｰﾄﾀｲﾌﾟを設定します。変更したく無

い場合は、ESC ｷｰでﾒﾆｭｰに戻ることができます。 

 
 
 
4.ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ ｵﾌﾟｼｮﾝ 
 
このｵﾌﾟｼｮﾝ設定ﾒﾆｭｰを選択すると、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｵﾌﾟｼｮﾝ設定ﾒﾆｭｰに切り替わります。 
 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｵﾌﾟｼｮﾝﾒﾆｭｰ 
1. 照合回数 
2. ｺｰﾄﾞ 39 
3. NW7(ｺｰﾀﾞｰﾊﾞｰ) 
4. ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 

5.ｺｰﾄﾞ 128 
6.EAN/JAN8 
7.EAN/JAN13/UPCA 
8.UPCE 
↑ 
ｽｸﾛｰﾙ表示できるﾒﾆｭｰです。 

 
 
1.照合回数 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り時の照合回数を 0~3 の範囲で設定します。ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄは、0 回です。 
 

照合回数 : 0 
0-3 回 
 
変更? ＿ 

現在の設定値 

0~3 の範囲内で照合回数を設定します。変更したく無

い場合は、ESC ｷｰで次項目に進むことができます。

 
 
2.ｺｰﾄﾞ39 
ｺｰﾄﾞ39 の各種ｵﾌﾟｼｮﾝを設定します。設定項目は以下の通りです。 
 

<ｺｰﾄﾞ39ｵﾌﾟｼｮﾝ : ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値> 
読み取り : 1 > ｺｰﾄﾞ39 の読み取りの有り(1)/無し(0)を設定します。 
SS 送信 : 0 > ｺｰﾄﾞ39 のｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
CD 計算 : 0 > ｺｰﾄﾞ39 の CD 計算の有り(1)/無し(0)を設定します。 
CD 送信 : 1 > ｺｰﾄﾞ39 の CD 送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
ﾌﾙｱｽｷｰ : 0 > ｺｰﾄﾞ39 のﾌﾙｱｽｷｰ読み取りの有り(1)/無し(0)を設定します。 
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3.NW7(ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ) 
NW7(ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ)の各種ｵﾌﾟｼｮﾝを設定します。設定項目は以下の通りです。 
 

<NW7ｵﾌﾟｼｮ ﾝ: ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値> 
読み取り : 1 > NW7 の読み取りの有り(1)/無し(0)を設定します。 
SS 送信 : 0 > NW7 のｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
SSﾀｲﾌﾟ : 0 > NW7 のｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀﾀｲﾌﾟを 0~3 の範囲で設定します。 
  0:abcd/abcd 1:abcd/tn*e 2:ABCD/ABCD 3:ABCD/TN*E 
 

4.ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ25 
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ25 の各種ｵﾌﾟｼｮﾝを設定します。設定項目は以下の通りです。 
 

<ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ25ｵﾌﾟｼｮﾝ : ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値> 
読み取り : 1 > ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ25 の読み取りの有り(1)/無し(0)を設定します。 
CD 計算 : 0 > ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ25 の CD 計算の有り(1)/無し(0)を設定します。 
CD 送信 : 1 > ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ25 の CD 送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
最大桁数 : 40 > ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ25 の最大読み取り桁数を 2~40 の範囲で設定します。 
最小桁数: 4 > ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ25 の最小読み取り桁数を 2~40 の範囲で設定します。 

 
5.ｺｰﾄﾞ128 
ｺｰﾄﾞ128 の各種ｵﾌﾟｼｮﾝを設定します。設定項目は以下の通りです。 
 

<ｺｰﾄﾞ128ｵﾌﾟｼｮﾝ : ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値> 
読み取り : 1 > ｺｰﾄﾞ128 の読み取りの有り(1)/無し(0)を設定します。 

 
6.EAN8/JAN8 
EAN8/JAN8 の各種ｵﾌﾟｼｮﾝを設定します。設定項目は以下の通りです。 
 

<EAN8ｵﾌﾟｼｮﾝ : ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値> 
読み取り : 1 > EAN8/JAN8 の読み取りの有り(1)/無し(0)を設定します。 
CD 送信 : 1 > EAN8/JAN8 の CD 送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
EAN13 変換 : 0 > EAN13 変換の有り(1)/無し(0)を設定します。 

 
7.EAN13/JAN13/UPC-A 
EAN13/JAN13/UPC-A の各種ｵﾌﾟｼｮﾝを設定します。設定項目は以下の通りです。 
 

<EAN13/UPC-Aｵﾌﾟｼｮﾝ : ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値> 
読み取り : 1 > EAN13/JAN13/UPC-A の読み取りの有り(1)/無し(0)を設定します。 
EAN13 
CD 送信 : 1 > EAN13/JAN13 の CD 送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
UPC-A 
CD 送信 : 1 > UPC-A の CD 送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
UPC-A 
Sy 送信 : 1 > UPC-A のｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
EAN13 変換 : 0 > EAN13 変換の有り(1)/無し(0)を設定します。 

 
8. UPC-E 
UPC-E の各種ｵﾌﾟｼｮﾝを設定します。設定項目は以下の通りです。 
 

< UPC-Eｵﾌﾟｼｮﾝ : ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ値> 
読み取り : 1 > UPC-E の読み取りの有り(1)/無し(0)を設定します。 
UPC-E 
CD 送信 : 1 > UPC-E の CD 送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
UPC-E 
Sy 送信 : 1 > UPC-E のｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ送信の有り(1)/無し(0)を設定します。 
UPC-A 変換 : 0 > UPC-A 変換の有り(1)/無し(0)を設定します。 
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3.5. ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙﾓｰﾄﾞ 
 
AP00 では、ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙをﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることで、入力ｺｰﾄﾞを制限することが可能に

なります。 
 
ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙを作成する 
EXCEL やﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀを使って、CSV 形式のﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙをﾎｽﾄ側で作成します。 
下記にﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙﾚｺｰﾄﾞの仕様を示します。仕様に合わないﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙをﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし

た場合、誤動作を起こす原因となりますので、ご注意ください。 
 

ｺｰﾄﾞﾌｨｰﾙﾄﾞ 名称ﾌｨｰﾙﾄﾞ1 名称ﾌｨｰﾙﾄﾞ2 

40 文字までの半角英数字 
16 文字までの半角英数字 

又は 
8 文字までの全角文字 

16 文字までの半角英数字 
又は 

8 文字までの全角文字 
 
次の例では、ﾃｷｽﾄｴﾃﾞｨﾀを使ってﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙを作成しています。 
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ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする 
ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙの作成が終われば、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾌｧｲﾙをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面で F5(FN+5)ｷｰを押して、ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰに入り、「2.ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙ受信｣」

を選択し、ﾒｯｾｰｼﾞに従い通信位置にﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙをｾｯﾄします。(最後に｢受信｣と付いたﾒﾆｭｰを選

択することも可能です。詳しくは、本書 27 頁を参照下さい。) 
 
【注意】 
ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙがﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ内に存在する場合、警告音とﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙを上書きして良いかをたずねるﾒ

ｯｾｰｼﾞが表示されます。上書きした場合、先のﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙを復活させることはできませんので、

ご注意ください。 
 
続いて、ﾎｽﾄ側で PDT_DOWN(ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)を立ち上げ、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたいﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙを選択

し、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。PDT_DOWN の操作方法は、PDT_DOWN の取扱説明書を参照下

さい。 
 

 
 
ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが完了すると、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙはﾋﾟｨﾘﾘというﾋﾞｰﾌﾟ音を発します。 
 
 
ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙﾓｰﾄﾞでﾃﾞｰﾀを入力する 
入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄの最後に M0 という文字が付加された入力項目がﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙ検索対象となります。

(詳しくは、本書 31 頁を参照下さい。)例えば、前頁に記載したﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙがﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされてい

る場合に、入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ｢ｺｰﾄﾞ-M0｣という入力項目で｢123｣というﾃﾞｰﾀが入力されると、｢該当

ﾃﾞｰﾀ無し｣と表示され、入力は受け付けられませんが、｢1234｣というﾃﾞｰﾀが入力されると、ﾏｽ

ﾀｰﾌｧｲﾙの第 2ﾌｨｰﾙﾄﾞ、第 3ﾌｨｰﾙﾄﾞが画面に表示されます。表示時間の設定は、16 頁の｢ﾏｽﾀｰ表

示/ﾏｽﾀｰｴﾗｰ表示｣を参照ください。 
 

 

ｺｰﾄﾞ-M0 
>123____________ 
 
該当ﾃﾞｰﾀ無し 
 

Menu1 [1] 

ｺｰﾄﾞ-M0 
>123456_________
 

CD-R 10 枚入 
¥1500 

Menu1 [1]
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3.6. AP00 のﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰ割り当て 
 
3.6.1. ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面 
 
ﾒｲﾝﾒﾆｭｰ画面では、以下のﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが有効です。 
 

ｷｰ割り付け ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 機能 

FN
 + 

1
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F1 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾞｰｼﾞｮﾝや各ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰの機能を

確認することができます。 
FN

 + 
2

 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F2 ﾒﾓﾘｻｲｽﾞとｶﾚﾝﾀﾞを表示します。 

FN
 + 

3
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F3 ｵﾌﾟｼｮﾝ設定ﾒﾆｭｰを表示します。 

FN
 + 

4 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F4 ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの内容を表示します。 

FN
 + 

5 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F5 ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰを表示します。 

FN
 + 

6 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F6 N/A 

FN
 + 

7 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F7 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾁｪｯｶｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを起動します。 

FN
 + 

8 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F8 N/A 

FN
 + 

9 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F9 

全設定をﾃﾞｨﾌｫﾙﾄに初期化します。ﾃﾞｰﾀﾌ

ｧｲﾙ及びﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙも初期化されるので、十

分ご注意ください。 
 
 
ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ表示 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F4 を押すことで、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのﾒﾓﾘに記録されているﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの内容を画面に表示

することができます。下記に画面例を示します。 
 

M02    Ope-ID:S001 
03/01/15    11:33 
15734190 6 
21 7 
3 8 
4 9 
5 A 

3/3 
ﾚｺｰﾄﾞ位置/ﾄｰﾀﾙﾚｺｰﾄﾞ数を表示します。 

ﾒﾆｭｰ番号とｵﾍﾟﾚｰﾀ ID を表示します。 

日付･時刻ﾃﾞｰﾀを表示します。

入力ﾃﾞｰﾀ No.1~10(A)を表示します。 

↑ｷｰで 1 つ前のﾃﾞｰﾀを表示します。 
↓ｷｰで 1 つ後のﾃﾞｰﾀを表示します。 
BS ｷｰで現在表示中のﾚｺｰﾄﾞを削除します。一度ﾚｺｰﾄﾞ(ﾃﾞｰﾀ)が
削除されると、元に戻すことはできません。 

 
 
ｷｰ操作 
上下ｷｰ（▲/▼）ｷｰでｽｸﾛｰﾙ表示・BSｷｰで現在表示中のﾚｺｰﾄﾞ削除・ESCｷｰでﾒｲﾝﾒﾆｭｰ表示に戻

ります。 
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ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾁｪｯｶｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F7 を押すことで、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾁｪｯｶｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを起動することが可能です。 
このﾓｰﾄﾞを使うことで、簡単にﾊﾞｰｺｰﾄﾞの種類･桁数･ｴﾝｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを画面上で確認することが可

能になります。下記に画面例を示します。 
 

 

BCR ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
ｺｰﾄﾞ 39 
11 ｹﾀ <S/S ﾅｼ 9 ｹﾀ> 
＊CIPHERLAB＊ 

読み取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞの種類を表示します。

この 2 行に読み取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを表示

します。(32 桁迄) 

読み取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞの桁数を表示します。

<>内は、ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀを除いた桁数。

 
 
* ESCｷｰでﾒｲﾝﾒﾆｭｰ表示に戻ります。 
 
尚、このﾓｰﾄﾞに入ると、下記に列挙するﾊﾞｰｺｰﾄﾞ体系の読み取りが可能になります。 
 

 ｺｰﾄﾞ39,CD 無し 
 ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ2/5, CD 無し 
 ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ2/5, CD 無し 
 ﾏﾄﾘｸｽ 2/5, CD 無し 
 NW7(ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ) 
 ｺｰﾄﾞ93 
 ｺｰﾄﾞ128 
 UPC/EANJAN, ｱﾄﾞｵﾝ2/5 含む 
 MSI, CDｼﾝｸﾞﾙMod.10 
 Plessey 

 
 
3.6.2. ﾃﾞｰﾀ入力画面 
 
ﾃﾞｰﾀ入力画面では、以下のﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰが有効です。 
 

ｷｰ割り付け ﾌｧﾝｸｼｮﾝ番号 機能 

FN
 + 

1 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F1 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ります。 
入力が途中の場合でも、入力内容を破棄

し、強制的にﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ります。 

FN
 + 

9 
 ﾌｧﾝｸｼｮﾝ F9 

ﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ります。 
入力が途中の場合でも、入力内容を破棄

し、強制的にﾒｲﾝﾒﾆｭｰに戻ります。 
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4. 8000_MENU を使う 
 
4.1. はじめに 
 
下記にﾒﾆｭｰ設定ｿﾌﾄ8000_MENU (以下、8000_MENU)を実行するために必要な最小構成を示し

ます。 
 

 PC  IBM 互換 PC 
 OS  WINDOWS 2000/XP/Vista 
 ﾒﾓﾘ  32MB 以上 
 HDD 10MB 以上の空き領域 

 
上記ｽﾍﾟｯｸを満たしていれば、ﾌｫﾙﾀﾞsetup にある setup.exe を実行して、8000_MENU を PC
にｲﾝｽﾄｰﾙしてください。 
 
 
4.2. 8000_MENU を実行する 
 
8000_MENU はﾃﾞｰﾀ収集ｿﾌﾄAP00 搭載ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのﾒﾆｭｰや入力項目をｶｽﾀﾏｲｽﾞする場合に使用

する専用ﾕﾃｨﾘﾃｨｿﾌﾄｳｪｱです。 
 
下記に 8000_MENU のﾒｲﾝ画面(起動画面)の説明を行います。 
 

ﾒﾆｭｰ番号切り替えﾎﾞﾀﾝ 
このﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして、表示・編集する

ﾒﾆｭｰ番号を切り替えます。 

ﾀｲﾄﾙ設定 
このﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽにｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｲﾄﾙを半
角 16 文字(全角 8 文字)以内で入力し

ます。 

最終ｽﾃｰﾀｽ欄 
通信状態やｴﾗｰ状態を表示します。 

区分設定 
このﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽで入力区分を無し・共

通・必須のいずれかに設定します。

ENT 確定選択 
このﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽでﾚｺｰﾄﾞ保存前に ENT ｷ

ｰによる確認を行うかどうかを設定し
ます。 

種別設定 
このﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽで入力種別を数値・英数

字・数字のいずれかに設定します。

入力方法設定 
このﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽで入力方法をｷｰﾎﾞｰﾄﾞ・
両方・ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのいずれかに設定しま

す。 

桁数(Min~Max))設定 
このﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽに入力ﾃﾞｰﾀの桁数を入力し
ます。 
入力範囲は次の通りです。 
○ 入力種別が数値の場合 
 1 ~ 9999 
○ 入力種別が文字・数字の場合 
 1 ~ 40 

ﾒﾆｭｰ名称設定 
このﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽにﾒﾆｭｰ名称を半角16文字

(全角 8 文字)以内で入力します。 

ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ文字列設定 
このﾃｷｽﾄﾎﾞｯｸｽに入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄとなる文
字列を半角16文字(全角8文字)以内で入

力します。 

ﾒﾆｭｰ転送(ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ)ﾎﾞﾀﾝ 
このﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ画像をｸﾘｯｸすると編集

(表示)中のﾒﾆｭｰﾌｧｲﾙをﾋﾞﾙﾄﾞし、ｴﾗｰが無

ければﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞします。 

二重読取設定 
このﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをｵﾝにすると二重読取防

止機能がｵﾝになります。 
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4.3. 動作環境を設定する 
 
8000_MENU のﾒﾆｭｰから｢ﾂｰﾙ｣…..｢環境設定｣をｸﾘｯｸすると、設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。 
下記を参考に、運用に合わせて適切な設定を行ってください。 
 

  

ﾎﾟｰﾄ 
通信ﾎﾟｰﾄ番号(COM)を 1~255 の範囲
で設定します。 

参照ﾎﾞﾀﾝ 
このﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾌｫﾙﾀﾞ変更ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

が開き、既定ﾌｫﾙﾀﾞの変更が行えます。

ﾓｰﾄ  ゙
RS232C ﾀﾞｲﾚｸﾄ通信を行うのか、高速

IR 通信を行うのかを設定します。 
RS232C ﾀﾞｲﾚｸﾄ通信 
IRU-1000/2600, SPP 通信など 
IR 通信 
CRDL-8000/8001/8300 など 

既定ﾌｫﾙﾀﾞ欄 
現在の既定ﾌｫﾙﾀﾞを表示します。 

OK ﾎﾞﾀﾝ 
このﾎﾞﾀﾝを押すと、変更内容が INI ﾌｧ
ｲﾙに記録されます。 

ｷｬﾝｾﾙﾎﾞﾀﾝ 
このﾎﾞﾀﾝを押すと、変更内容は破棄さ
れます。 

 
 
【参考】 
変更した内容はｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌｫﾙﾀﾞ内にﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ(INI)として記録されるため、以降、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ起動

時にもその設定内容が適用されます。 
 
 
4.4. ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｵﾌﾟｼｮﾝを設定する 
 
8000_MENU のﾒﾆｭｰから｢ﾂｰﾙ｣…..｢ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ設定｣をｸﾘｯｸすると、設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示され

ます。下記を参考に、運用に合わせて適切な設定を行ってください。 
 

   

読取照合回数 
読取照合回数を設定します。 

ITF ｵﾌﾟｼｮﾝ 
ITF読み取りに関する各種ｵﾌﾟｼｮﾝを設

定します。 

ｺｰﾄﾞ 39 ｵﾌﾟｼｮﾝ 
ｺｰﾄﾞ 39 読み取りに関する各種ｵﾌﾟｼｮﾝ

を設定します。 

NW7 ｵﾌﾟｼｮﾝ 
NW7 読み取りに関する各種ｵﾌﾟｼｮﾝを

設定します。 

ｺｰﾄﾞ 128 ｵﾌﾟｼｮﾝ 
ｺｰﾄﾞ 39 読み取りに関する各種ｵﾌﾟｼｮﾝ

を設定します。 

OK ﾎﾞﾀﾝ 
このﾎﾞﾀﾝを押すと、変更内容が適用さ
れます。 

ｷｬﾝｾﾙﾎﾞﾀﾝ 
このﾎﾞﾀﾝを押すと、変更内容は破棄さ

れます。 

JAN8/EAN8 ｵﾌﾟｼｮﾝ 
JAN8/EAN8 読み取りに関する各種ｵ
ﾌﾟｼｮﾝを設定します。 

JAN13/EAN13/UPC-A ｵﾌﾟｼｮﾝ 
JAN13/EAN13/UPC-A 読み取りに関
する各種ｵﾌﾟｼｮﾝを設定します。 

UPC-E ｵﾌﾟｼｮﾝ 
UPC-E 読み取りに関する各種ｵﾌﾟｼｮﾝ

を設定します。 

 
 
【参考】 
変更した内容はﾒﾆｭｰﾌｧｲﾙと一緒に保存されます。終了前に必ず、保存を行ってください。 
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4.5 ｶｽﾀﾏｲｽﾞﾒﾆｭｰを作成する 
 
ここでは、8000_MENU を使って AP00 搭載ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのﾒﾆｭｰや入力項目をｶｽﾀﾏｲｽﾞする具体

的な方法について説明します。 
 
1. 8000_MENU 起動 
8000_MENU を起動すると、最初にｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌｫﾙﾀﾞ下にある default.pdt が読み込まれます。

この時、default.pdt に異常がある場合、default.pdt を再作成するﾒｯｾｰｼﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます

ので、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 
 

 
 
2. ﾒﾆｭｰﾌｧｲﾙを編集する 
下記の制限にしたがって、ﾒﾆｭｰﾌｧｲﾙのｶｽﾀﾏｲｽﾞを行います。 
前頁のﾒｲﾝ画面(起動画面)の説明を合わせて参照ください。 
 

ﾀｲﾄﾙ設定 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾀｲﾄﾙを半角 16 文字(全角 8 文字)以内で入力します。 
ﾀｲﾄﾙを無しにした場合は、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ画面全てがｽｸﾛｰﾙﾒﾆｭｰとし

て機能します。 
 

ENT 確定 ﾚｺｰﾄﾞを保存する前に ENTｷｰによる確認を行うかどうかを設定し

ます。無しとした場合は、無条件にﾚｺｰﾄﾞの保存を行います。 



MODEL 8000 - AP00 & 8000_MENU 
For Data Collection 

26 
Copyright © 1999 

ﾒﾆｭｰ名称 ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの画面に表示されるﾒﾆｭｰ名称を半角 16 文字(全角 8 文

字)以内で入力します。ﾒﾆｭｰ名称が無い場合、そのﾒﾆｭｰ番号以降全

てのﾒﾆｭｰは無効となります。 
例えば、ﾒﾆｭｰNo.2 のﾒﾆｭｰ名称を無し(空白)とした場合、ﾒﾆｭｰ

No.2~No.10 は全て無効となり、1 つのﾒﾆｭｰだけを持つ業務ｱﾌﾟﾘｹ

ｰｼｮﾝとなります。 
 
下記の文字列をﾒﾆｭｰ名称の最後に付加することで、それぞれ特別

な処理を行うことが可能です。 
 
送信(ﾓﾃﾞﾑ送信) 
ﾒﾆｭｰ名称の最後に送信という文字列を付加すると、そのﾒﾆｭｰはﾃﾞ

ｰﾀﾌｧｲﾙ送信を行うｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰとして扱われます。 
例えば、｢ﾃﾞｰﾀ送信｣, ｢ﾌｧｲﾙ送信｣, ｢5.送信｣などは全てﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ

送信ﾒﾆｭｰとして扱われます。但し、｢ﾓﾃﾞﾑ送信｣とした場合は、専

用ﾓﾃﾞﾑ内蔵ｸﾚｰﾄﾞﾙ(CRDL-8000M/CRDL8001M)を通して、ﾃﾞｰﾀﾌｧ

ｲﾙのｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞが行われます。 
 
[ﾓﾃﾞﾑ送信時のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ画面例] 

 

-MODEM ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ- 
通信位置にセット 
＊ ENT ｷｰ で開始 ＊ 
Tel:  
New?>_____________ 

ﾀﾞｲｱﾙしたい電話番号を入力し、ﾓﾃﾞﾑ通信ｸﾚｰﾄﾞﾙにｾｯﾄしてから ENT ｷｰを押しま

す。既に表示されている前回ﾀﾞｲｱﾙした電話番号へﾀﾞｲｱﾙする場合は、ENT ｷｰだ

けを押せば OK です。 
ﾀﾞｲｱﾙには電話回線の状況により 1~2 程度要する場合があります。また、ｱﾅﾛｸﾞ

電話回線の性質上、ﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝに失敗したり、通信ｴﾗｰが発生することがありま

すので、その場合は、少し時間を置いてから再度ﾄﾗｲしてみてください。 

ﾓﾃﾞﾑを通したﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの受信には、CD 中にある専用ﾕﾃｨﾘﾃｨ PDT_UP_MODEM をご利用ください。 

 
送信という文字列を付加した場合、以降の入力項目定義は全て無

視されます。 
 
受信 
ﾒﾆｭｰ名称の最後に受信という文字列を付加すると、そのﾒﾆｭｰはﾏｽ

ﾀｰﾌｧｲﾙ受信を行うｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰとして扱われます。 
例えば、｢ﾏｽﾀｰ受信｣, ｢ﾌｧｲﾙ受信｣, ｢6.受信｣などは全てﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙ

受信ﾒﾆｭｰとして扱われます。 
受信という文字列を付加した場合、以降の入力項目定義は全て無

視されます。 
 
削除 
ﾒﾆｭｰ名称の最後に削除という文字列を付加すると、そのﾒﾆｭｰはﾃﾞ

ｰﾀﾌｧｲﾙ削除を行うｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰとして扱われます。 
例えば、｢ﾃﾞｰﾀ削除｣, ｢ﾌｧｲﾙ削除｣, ｢6.削除｣などは全てﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ

削除ﾒﾆｭｰとして扱われます。 
削除という文字列を付加した場合、以降の入力項目定義は全て無

視されます。 
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設定 
ﾒﾆｭｰ名称の最後に設定という文字列を付加すると、そのﾒﾆｭｰはｵ

ﾌﾟｼｮﾝ設定ﾒﾆｭｰへｼﾞｬﾝﾌﾟするｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰとして扱われます。 
例えば、｢ｵﾌﾟｼｮﾝ設定｣, ｢8.設定｣などは全てｵﾌﾟｼｮﾝ設定ﾒﾆｭｰとし

て扱われます。 
設定という文字列を付加した場合、以降の入力項目定義は全て無

視されます。 
 

 
S2, S3, S4, …,S0 
ﾒﾆｭｰ名称の最後に S2, S3, S4, S5…S0 の何れかの文字列を付加

すると、そのﾒﾆｭｰ下の入力項目で照合機能が有効になります。 
例えば、｢照合-S2｣, ｢検品-S5｣, ｢6.入荷-S3｣などは全て照合機能

が有効なﾒﾆｭｰとして扱われます。 
 
S2 を付加した場合 
入力項目 2 には、入力項目 1 と同じﾃﾞｰﾀしか入力できません。異

なるﾃﾞｰﾀを入力すると、｢照合エラー!!｣となります。 
 S3 を付加した場合 

入力項目 2,3 には、入力項目 1 と同じﾃﾞｰﾀしか入力できません。

異なるﾃﾞｰﾀを入力すると、｢照合エラー!!｣となります。 
S4 を付加した場合 
入力項目 2~4 には、入力項目 1 と同じﾃﾞｰﾀしか入力できません。

異なるﾃﾞｰﾀを入力すると、｢照合エラー!!｣となります。 
S0 を付加した場合 
入力項目2~10には、入力項目1と同じﾃﾞｰﾀしか入力できません。

異なるﾃﾞｰﾀを入力すると、｢照合エラー!!｣となります。 
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区分 入力区分を無し・共通・必須の何れかに設定します。 

無しに設定した場合、以降全ての入力項目は無効(無し)に設定さ

れます。また、共通項目とする場合、下記の制限を守らなければ

いけません。 
 
○ 共通項目の上層には、必須項目を配置することはできません。 
○ 共通項目を最後の入力項目に設定することはできません。 
 
共通項目と必須項目の違い 
共通項目とは、入力作業開始時に 1 度だけ入力を行い、以降、そ

のﾃﾞｰﾀを共通して、使用する項目のことです。明示的に ESCｷｰ

を使用して、再入力を行わない限り、共通項目のﾃﾞｰﾀを変更する

ことはできません。 
それに対して、必須項目は毎回新たなﾃﾞｰﾀを入力する必要がある

項目のことです。 
使い方の例として、入庫作業を考えてみます。入庫時、各棚番号

に対して、商品の入庫作業を行う場合、商品ｺｰﾄﾞと数量ﾃﾞｰﾀは毎

回異なるﾃﾞｰﾀを入力する必要がありますが、棚番号に関しては、

ある一定の間、共通の棚番号を使いつづける必要があります。 
このような場合、下記のように各入力項目を設定することで、作

業の簡略化・効率化を図ることが可能になります。 
 
 No.1 棚番 共通項目 
 No.2 商品ｺｰﾄﾞ 必須項目 
 No.3 数量 必須項目 
 

 

棚番  
>____ 
 
 
 

Menu1 [1]

[標準ﾒﾆｭｰ] 
1.入庫  
2.出庫  
3.返品  

入力ﾚｺｰﾄﾞ保存  

ESC ｷｰ

ESC ｷｰ 

F1/F9 ｷｰ 

F1/F9 ｷｰ 

F1/F9 ｷｰ 

ESC ｷｰ 

数量  
>____ 
1111 
24903080106418 
 

Menu1 [1]

商品ｺｰﾄﾞ 
>_______________ 
1A01 
 
 

Menu1 [1]

入力区分 :： 共通

入力区分 :： 必須

入力区分 :： 必須
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種別 入力種別を数値・英数字・数字の何れかに設定します。各種別で

入力できるﾃﾞｰﾀは下記の通りです。 
 
○ 数値 
1~9999 の数値ﾃﾞｰﾀが入力可能です。数量の入力に適しています。 
入力時にﾏｲﾅｽｷｰ(-)を押すことで、ﾌﾟﾗｽ(+)入力とﾏｲﾅｽ(-)入力を切り

替えることもできます。 
○ 英数字 
1~40 桁の範囲内で、数字･ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ・記号を入力することが可能

です。ｺｰﾄﾞ39 やｺｰﾄﾞ128 のようにｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄや記号を表現すること

ができるﾊﾞｰｺｰﾄﾞ入力に適しています。 
○ 数字 
1~40 桁の範囲内で、数字を入力することが可能です。JANｺｰﾄﾞ

や ITF(ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ2/5)のように数字だけで構成されるﾊﾞｰｺｰﾄﾞ入

力に適しています。 
また、種別を数字とし、入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄの最後にﾄﾞｯﾄ(.)を二つ付加

することで、小数ﾃﾞｰﾀの入力が可能になります。 
 

入力方法 入力方法をｷｰﾎﾞｰﾄﾞ・両方・ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの何れかに設定します。 
 

桁数(Min~Max) 入力ﾃﾞｰﾀの桁数を入力します。 
入力できる桁数の範囲は下記の通りです。但し、入力ﾃﾞｰﾀのﾄｰﾀﾙ

は 200 文字以内でなければいけません。 
○ 数値 
1~9999 の範囲で入力可能です。 
○ 英数字/数字のみ 
1~40 の範囲で入力可能です。 
例えば、10 桁の入力だけを受け付けたい場合は、Min/Max ともに

10 を設定し、10 桁~15 桁の範囲で入力を受け付ける場合は、Min
を 10、Max 15 に設定します。 
 

二重読取 このﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽをｵﾝにすると、二重読取防止機能がｵﾝになり、直

前に入力されたﾃﾞｰﾀと同じﾃﾞｰﾀが入力されると、｢二重読取！！｣

というﾒｯｾｰｼﾞを表示し、その入力を破棄します。但し、一旦電源

がｵﾌされると、1 回目のﾃﾞｰﾀ入力が終了するまで、二重読取防止

機能は働きません。 
 
ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ文字列 ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの画面に入力ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄとして表示される文字列を半角

12 文字(全角 6 文字)以内で入力します。無しに設定することも可

能ですが、ｵﾍﾟﾚｰﾀが何を入力すれば良いか直感的に認識できるよ

うな文字列も設定するのが良いでしょう。 
 
.. 
AP00 では、ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ文字列の最後に半角のﾄﾞｯﾄ(..)を 2 つ付加す

ることで、その入力項目を小数点入力項目にすることが可能です。 
小数点項目はｷｰﾎﾞｰﾄﾞからのみ入力可能で、小数点を含む最大 40
桁の値を入力することができます。また、入力時にﾏｲﾅｽｷｰ(-)を押

すことで、ﾌﾟﾗｽ(+)入力とﾏｲﾅｽ(-)入力を切り替えることもできます。 
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 例えば、 
種別 入力方法 桁数 Min. 桁数 Max. ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ 
数字 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 3 4 重量.. 
* 入力方法は、何を設定しても AP00 が強制的にｷｰﾎﾞｰﾄﾞとして取り扱いします。 

 
と設定されている場合、下記の入力が可能になります。 
 
 1.1, 12.3, 0.1, 9999, -0.01, -9.12 
 
M0 
AP00 では、ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙを表す M0 という文字列をﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ文字列の

最後に付加することで、ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙとの照合機能を有効にすること

が可能です。 
 
ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ文字列 説明     
ｺｰﾄﾞ-M0 ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙに存在するｺｰﾄﾞだけ入力可能。 
業者>M0 ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙに存在するｺｰﾄﾞだけ入力可能。 
部品 M0 ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙに存在するｺｰﾄﾞだけ入力可能。 
 
ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙﾓｰﾄﾞに関する説明は、本書｢3.5. ﾏｽﾀｰﾌｧｲﾙﾓｰﾄﾞ｣を参照く

ださい。 
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3. ﾒﾆｭｰをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする 
下記に、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙへﾒﾆｭｰをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする手順を示します。 
8000_MENU は現在、表示(編集)中のﾒﾆｭｰをﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙに送信します。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたいﾒﾆｭｰが

表示されていない場合は、｢ﾌｧｲﾙ｣ ….. ｢開く｣ を使って、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしたいﾒﾆｭｰﾌｧｲﾙを画面に

表示させてください。 
 
【ﾒﾆｭｰのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ手順】 
1. ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾙをﾒﾆｭｰﾌｧｲﾙﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾓｰﾄﾞに設定します。 

F5ｷｰでｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝﾒﾆｭｰを表示し、[3.ﾒﾆｭｰﾌｧｲﾙ保守] ….. [1.ﾒﾆｭｰﾌｧｲﾙ受信]を選択します。 
2. ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙを通信位置にｾｯﾄします。 
3. 8000_MENU のﾒﾆｭｰから｢ﾂｰﾙ｣ ….. ｢送信｣をｸﾘｯｸし、通信をｽﾀｰﾄします。(8000_MENU

のﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの絵をｸﾘｯｸして実行することも可能です。) 
4. 8000_MENU の最終ｽﾃｰﾀｽ欄にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ状況が表示され、ﾒﾆｭｰのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞが完了すると、

下記のように｢ﾒﾆｭｰﾚｺｰﾄﾞ xx 件 ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ完了｣と表示されます。 

 
5. ﾒﾆｭｰﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ中にｴﾗｰが発生した場合は、その内容が最終ｽﾃｰﾀｽ欄に表示されるので、そ

れを参考にｴﾗｰ原因を取り除いた上で、ﾒﾆｭｰのﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを再ﾄﾗｲしてください。 

 
上記のｴﾗｰの場合、ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙが通信途中で適切な通信位置から移動させられた可能性が

あります。 
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4. ﾌｧｲﾙﾒﾆｭｰについて 
ここでは、8000_MENU の｢ﾌｧｲﾙ｣ ﾒﾆｭｰを簡単に説明します。 
 

● 開く 
既定ﾌｫﾙﾀﾞに存在する pdt ﾌｧｲﾙを開きます。このﾒﾆｭｰを実行すると、下記のような

ﾌｧｲﾙ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。 
 

 
 
● 上書き保存 
現在、編集中のﾒﾆｭｰを上書き保存します。 
 
● 名前を付けて保存 
現在、編集中のﾒﾆｭｰに名前を付けて、既定ﾌｫﾙﾀﾞに保存します。このﾒﾆｭｰを実行す

ると、下記のようなﾌｧｲﾙ入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。 
 

 
 
● 終了 
8000_MENU を終了します。 
編集中のﾒﾆｭｰが必要な場合は、必ず保存を行ってからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを終了してください。 

 


